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中小企業の近代化と技能教育(その 2)

家具業における技能教育の展開過程に関する実証的研究一一

“Modernization円 ofMinor lndustries and Vocational Training (II) 

-Positive Research on the Process of Vocational Training in 

Furniture Industry-
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第4主主 熟練労働の分解と労務管怒
1 熟練労働の分解

1) 熟練労働の分解ーその I 収納家兵工

2) 熟練労働の分解ーその 2 木部工

3) 熟絞労働の分解ーその 3 張工

4) 熟練労働の分解と団地形成

2 労働力の存編過程の特徴と労務管理の皮肉

1) 熟練労働力の分解過程と役付工への転化

2) 不熟練労働力の導入と未熟練労働者の分解
3) 労務管理の存編成と笈金

第5主主 昇進制の確立と教育訓練

1 見習ヱ制の崩壊と昇進命日

1) 見習工制の残存形態

2) 克習工繊の崩壊と昇進税の成立

3) 昇進制の確立と企業内教育

2 昇進制の確立と労働者の対応

1) 技能潔得のffi難性と技能支配の確立

2) 熱線内容の変化と教脊訓練
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はじめに

第 1意 家具工業の成立と手工的生産段階における
技能教育

1 家具業の成立と徒弟制的技能教育

2 家具業の発展と徒主き制約技能教育

3 熟練労働の分解開始と見習制への移行

第2主主紹和30年代における生産技術の発展と手工

的生設技術の崩壊

1 原材料の変化

2 工作法の変化

3 木工機械の発達と普及
4 工場模規の拡大と分業生産

第3家機械餓分業生産の展開と職人的熟練労働力
の分解

A収納家具工場の事例l
B収納家具工場の毒事例

K収納家具工場の事例

C椅子工場の事例j

D椅子工場の毒事例g(以上17号)
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この論文はヌ対日要第17号に執筆した「中小企業の近代化と技能教育〈そのl)Jの後三幹部分である。ヌド稿の構成は次

の通りである。第4主主では，熱綴労働の分解とその過程を分析し，その結果職人的熟練労働者がいかなる影響を受

けたかを分析する。第5章では，見習ヱ制による技能教育の崩壊と昇進銅jの確立について分析を行な¥"，さらに労働

者仮uの対応と問題点を明らかにしている。

-175-

概



教育学部紀要第21号

第4章熟練労働り分解と労務管理

1 熟練労働の分解

ヌド節は，家具熟練労働(ヰ職人的霊堂労働〉がいかに分

解したかを分析する。家具工は，戦後昭和20年段階にお

いてすでにいわゆると収納ミ家主主工と、足物ミ家具工，

(さらに木部工と張工)に明確に分化を完了していた。

従って本館では収納家具工・木部工・張工の分解過程

について分折する。

1) 熟練労働の分解ーその 1 収納霊祭具工

収納家具工の分解は昭和20年代末，既成品市場の拡大

による製造挙伎の上昇，および特殊機械の発達と普及，

精度の向上などの結果，機械制分業生産が開始され，昭和

30年代を通じて全家具工場へ拡大し，ほぼ昭和40年ごろ

図4-1 収納語家具ヱの分解過程

には家具熟練労働の分解を完了した。前主主で事列として

分析した， fB収納家主主工場J(札幌市)fK収納家具工

場J(旭川市〕は最も阜く機械制分業生産へ移行した代

表的工場である。また， fA収納2京共工場J(札幌市〉は

まだ職人的熟練労働者の最後の残存形態である組立工に

よる個別生産を行なっており，機械制分業生産への移行

過程の議終段階を経過しようとしてし、た。

収納家J主主主皮の基本的工程は，木耳元・切削，仕組加工，

組立，仕上の 4ないし 5工程からなり，これにフラッシ

ュ板および塗装の補助的工程が付加されているO 昭和20

年代には.*取・切削工程はすで、に211]種の労働者の手に

分離されており工作法・材料などの変化〔第2主主参照〉

によりフラッシュ板工程が導入された。

i収納家具工の分解過程は図4--1のようになってい

る。昭和30年代を通じて，小規模工場においてはほぼA

工場を典裂とする分解パターンをとり，大競模工場にお

いてはB工場の分解パターンをとった。まずA工場の例

について述べよう。ここでの特徴は，熟練労働者の担う

作業が，仕組加工・組立二ζ・仕上の三三部

大正吉可燃まで 昭和前期まで、 昭和初年代 昭和総年
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法 1)むは職人的専続車背働者 ( ) 1;1:世数存在 ( Jは外注 (f)機種女子労働者 (11別名機械加工
12.1別名手直し I 131技術労働書
2) a .b.c.はその作業を讃仕をもって遂行するのに必要な技能習得期i閣を示l，a 1，5年， b1;1: 2寺， c1;1:1年
来i輔の矧閣によって望号待される。
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門に分割され，仕上工の性格は第1主震で

すでに分析した木取・切削工とほぼ向調l

殺の労働者にとって替えられた。仕組加

工工はほぼ技雨を伺ーにする熟練労働者

の共同請負い作業によって行なわれてお

り(すでに請負い制廃止は百官官に迫って

いたが〉仕組加工工程内においては作業

の協定化は進んでいなし、。組立工の場合

には.J!留工(定額給〉を手子とする請

負い作業によって遂行されておりその要

する熟練の範闘は極めて狭少であり，ま

た，熟練度もかつての熟練労働に比べ著

しく低下しており，家具熟練労働者の最

後の残存型態といえる。

大規模ヱ場の場合には以上述べた例と

は著しく主要っている。第3主主で分析した

K収総家主主工場および B収総家具工場

を署長例として詳しく分析することにしよ

う。

K収納家具工場は道内では最もlflく機

械銅l分業に切替えた工場(昭和28年実施)

の一つであるが，当時すでに50名を超え

る工員を擁していた。この工員数はさ当時

の家具工場としては最大規模工場の部類

に属していた。

従って，ここでの熟練労働の分解は，



中小企業の近代化と技能教育〈その2)

先に示したAJ波紋家具工場とは奥って，工場内分業の導

入の目的そのものが熟練労働の排除を目的として実施さ

れ，熟練労働者の追い出し，小規模工場への下降移動を

強制するものであった。(本紀婆17号P50，64~67参照)

仕組加工についてみるならば，合板仕組加工，棒材仕組

加工，練付部品務室主， 捻出f:t総加工の 4部分に分解さ

れ木取工などの檎助作業を除外したさ主要作業について

だけでも合板仕組加工は6作業，棒材仕組加工は 5作

業，練付部品調整は5作業，抽出仕組加工は3作業の百十

19作業に分けられ，労働者は各機械に溜定化された。

そしてこれらの作業は，熟練による一定の序列を形成

しており，さらに不熟練作業には高度の熟練形成の前段

階をなす未熟練作業とこれとは区別される不熟練作業に

分離され，前者は若手男子労働力，後者は女子若手労働

力および中高年女子労働力(多くは海時工〉によって荷

魚れている。

2) 熟練労働の分解ーその2 木部工

木部工はいわゆると足物家具ミ(ソアァなど〉の木音s

製作にさ当る機種であり， Iまぼ戦前段階において張工と分

離していた。

木部工は次のように分解した。まず昭和20年代末一部

工場で木部工から分隊しつつあった木取工は，木取:仁と

切削工に分離した。木取工は原料材をJiえがかり材・見え

がくれ材に選別し，さらに使用部位による強度などを判

断しつつ適切に切新するため一定の熟練を要する。一方

切陶工は見えがくれ材が多く，見えがかり材についても

加工の前処理的性格を有するため高い熟練は要求されて

いなし、。前者は!日織人}脅からの下降により，後者は中高

年不熟練労働者によって充足された。今後木取・切削工

程の共肉化，集約11:が遂行するものと恵、われる。木部工

は木約加工，弘加工，肱研磨ヱ，組立工に分解し， D工

場の(紀要17号 P69~72参照〉事例では17の作業に分け

られているO 見えがかり部分である肱加工に高度の熟練

を必婆としたが，コッピングマシンの導入によりそ子工的

熟練から機械の操作，保守へ変化しているO またダボ構

造の導入によりボデープレスによる組立が可能となり手

工的熟練は一掃され，木部ヱは完全に分解された。

3) 熟練労働の分解ーその3 張工

張工は昭和20年代，すでに下張工と上張工に分解して

いたが，この両者は下張工は上張工への前段階として位

置づけられ未熟練労働力としての性格が強かった。張工

の分解は，第2主主で、述べたような充填材料の変化(ウレ

図4-2木部:ε ・張工の分解過稼
HL{平1140fj'

火以前期まで昭和前期まで昭和20年代 (PL場) (GL場)

/(;州[)

本部工ι尚一一一本部L

くは::}本部工

ぷ!!I;加工 a 1 争本部上艦研車1:111 ，.1 

組立[b)

，キルテング'llfJc、
r制資材JJ延子一一一量面よ (f)b ?副賀村上，、、、 E
J 、、も l

J ¥韓合1: (f J b) 

総1: <:::昔 f51! I'}'MiLI 
ノ背上彊1:b) 

/' ~極上彊 I a I 
J議仁 #ご1..国 r値〓

¥一¥、II!上彊工 a( -_... 

¥ i滅工齢
、仕 ¥t 1 b) 

品一一一醐iー装工<;4J
(， /テリアデサイナ…)

タンブオーム，ウェーブパネ・組パネの採用)電動工具

の導入などにより大きな影響をうけ，また，輸送距離の

拡大，ストックスベースの節約などから高単位ロットの

ノ之ーツ生産に移行したため，下張工(未熟練工)・上張

工(熟練工〉の分解はさらに促進され，不熟練工を増大

させている。すなわち，下張工についてみると，かつて

ある程度の熟練を婆した充填や土手刺しなどの技能は不

要となり，下張工の地位はj二張工のそF子(補助者〉の性

格を強くし，未熟練から不熟練へと変化した。また，上

張工も，パーツ化によって背上張工・康上張工・ Hi張工

に分離し， J二張工はこの背・獲・弘の 3階梯の昇進を行

なうようになっている。

このような変化は熟練の低度化をもたらし特殊な技能

者としての地位を消失しつつある。今後，組立合の発達

によって女子労働力の進出が予想されこの傾向は一層強

まるものと思われる。

最後に，関資材工であるが縫合・裁断は従来上張工の

作業に含まれ補助的にミシン工が存在していたのである
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が， ロット生践に移行し， 裁断用紙君主が用いられ

るようになって女子中高年労働力に代替された。キ

ノレテングヱはウレタンホ…ム資材の採用により仕上

工の作業に含まれるマーチ作業などと共に生じたも

のである。

以上のように後ヱの作業籍組は，ほぼ最終工程の

上張作業だけとなり，未熟練労働者は若手二子の期間，

下張作業に配震まされるにしてもそれは作業観察の期

間としてであり，未熟練のまま脊上張工として自己資

され短期間の経験によって座・ ll~張工となり得る。

下捺・副資材作業は別種の作業として上張作業から

分離し，不熟練労働力によって代替された。
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4) 熟練労働の分解と箇地形成

以上分析した熟綴労働の分解は札幌木工問地卒業

所調査の結果によれば，団地移転(昭和36~38年)を

契機に推進された。以下の分析は予備調査として実

施した旭川木工団地においても同様である O 表 4

1によれば，昭和20年代末請負銚を廃止し，分業生産

への移行も一部にみられるが，多くは団地入居を契

機に分梁生産へ移行し，時間給を採用している。札

幌木工団地は本道では中小企業近代化政策によるは

じめて指定団地であることは衆知の事実であるが，

入居事業所の多くは1O~30名程度の熟練労働者を擁

し，市街地の狭少な工場用地にあり，生産技術の発

途にもかかわらず分業生産に見合った機械・設備の

配置を不可能としていた。団地移転事業所のほとん

どが団地への立地を肯定しており，共同利用設備の

利用，交流による技術の向上，経営の近代化，従業員

獲保，販路の拡大などに利点を見出している。しか

し，一方では企業開格差が広っており，回域内企業

開での下諸島喜係の発生や，商社資本系列の支配を受

け専属下請への転イじなど否定的側面も表われている

ことは重要である。ともあれ，団地入居左契機とす

る生産技術の一変は表4 3に示した機械設備の導

入台数およびその取得価格によっても知ることがで

きる。これは(工作業の細分化が進行し，これまで一

台の機械による複数ヱ程作業が廃され一台の機械が

一工程に固定されたこと，②しばしば生じた率直立ヱ

程におけるトラブノレを排除するため仕組加工の精密

化が婆求され，加工精度の低下したIB機微設f績の代

替が必婆となったこと，③生産単位の拡大による高

能率機械の導入を必要としたこと，④工程潤の司王製

品移動の合遊イじなどを一層推進したことなど，窃地

入居を契機とする機械昔話分業生産への移行の必然の

円
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号

ιJ凡
W
叫
榊
九
〉
出

4dR~H鯨
時

間

軸

持

減

〈

占

叩

吊
)

N

)

1台)

¥会¥計2¥T類と説思 I II 1Il N V VI VIl VIlI 

ノ コ 盟主 カンナ盤 頭取緩等 角ノミ盤等 施君主等 ベルトサンダ等 プレス童書等 その他設備 不 司月

五十 188 31 3宮 25 7 17 13 20 35 1 

家 昭和 37年 34 7 12 4 3 2 2 4 1 

導 呉 3 8 40 8 11 3 2 4 3 2 7 

毒事 3 9 37 5 11 4 1 3 1 5 7 

入
業 4 0 28 7 2 6 3 4 6 

再庁 4 1 49 4 3 8 1 5 9 7 11 l 

言十 97 23 22 16 5 5 10 13 3 

4Eコa 建 昭和37年 12 4 l 1 1 1 2 1 l 

呉 3 8 30 4 13 4 1 1 2 4 l 

著王 3 9 25 7 3 8 1 1 3 2 

数 業 4 0 15 7 l 1 1 2 2 l 

所 4 1 15 1 4 2 l 2 1 4 

計 46，397 4，438 8，865 8，129 578 9，186 2，285 7，835 4，985 96 

耳z 君主 昭和 37年 5，869 580 1，673 1，003 206 930 760 717 

兵 3 8 10，150 1，482 3，108 612 162 2，757 200 710 1，119 

著事 3 9 10，349 394 3，191 1，215 160 1，289 80 2，966 1，054 

干与 業 4 0 7，353 1，665 300 2，028 も1，285 1，348 727 

戸斤 4 1 12，676 317 593 3，271 50 2，925 2，005 2，051 1，368 96 

言十 17，448 2，644 3，557 2，924 635 513 2，240 3，957 ※ 978 

{醤
主主 昭和 37年 1，630 550 20 49 110 88 474 137 202 
具 38 6，093 590 

114909580900811446272440 0 0 6 

160 75 411 2，430 49 
毒事 3 9 4，256 535 100 120 512 880 

f書 業 4 0 2，110 724 140 423 235 158 
所 4 1 2，790 245 125 230 420 275 

i単位千円(昭和37-41年
作業機械設備投資の状況(家呉10.建具8事業所)表4-2

i
e
H
4
1
由

1
1

設 1) 各事業所工場設備台帳より作成
2) 作業機械設備の名称は「日本工業規格水材JJOヱ機械の名称、iこ関する用語B0114-1965，(鈴木工機械の名称に隠する用語」の「用語」及び「賞用語」に従い，該当しないものは，調
査工場及び木工機械絞予告腐の呼称を用いて分類した。各演目に含まれる機械名は次の通りである。
I ノ コ 盤…(1)丸ノコ盤， (2)帯電切丸ノコ盤， (3)帯ノコ盤， (4)糸ノコ盤， (5)昇降盤， (6)リッパ，(7)ダブルソ…
II カ ン ナ 盤・・(1)手抑カンナ燦，(2)ムラ耳元カンナ懇，(3)自動一面カンナ盤， (4)自動三郎カンナ盤， (5) (超)仕上カンナ銭
III 面取 盤 等…(1)単車曲面取盤， (2)多数頭取盤， (3)ルータ， (4)コーナロッキング7 ンシン， (5)夕、プテール?ジン， (6)多数ホゾ耳元繋， (7)割分一樹取盤
W 角ノミ盤等…(1)ボール盤， (2)角ノミ盤， (3)多頭角ノミ童書， (4)チェーンノミ銭
V 施 幾 等…(I)木工旋重量， (2)穴司月終盤， (3)ダボ用穴明旋盤， (4)ダボ製造切断機， (5)コッピングマシン
VI ベルトサンタ等…(1)ベルトサンダ， (2)スピンドルサンダ， (3)ノ〈フ機
W プレス童書等υ(1)手じめプレス， (2)コールドプレス， (3)ホットプレス， (4)ノリ付機， (5)ボデープレス

Y軍 その他 設備 …(1)刃物研削主主， (2)乾燥機・ボイラー，(3)コンプレッサー， (4)エアレス， (5)運搬裟覆， (6)集藤裟霊， (7)自動送り装道， (8)下瓜切機， (9)工業用自動ミシン
3) 昭和42年に最新型(高速・自動・外悶製)作業機械設備の導入を予定している事業所が多くその金額も大きいため， 42年の投資額は松当多額になる模様である。
4) ※年不詳 56 9千円を含む。
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表4-3 北海道家具装備品製造業規模別従業員 1人当り出荷額等(単位百万円)

7¥竺竺 自主 数 3 人以下 4 - 9 人 10 - 19人 20 - 49人 50 - 99人 100-299人

昭和31年 5 1 4 3 4 8 4 9 5 9 区亙
3 2 5 3 4 5 4 9 5 5 

E 
5 8 

3 3 5 7 4 5 5 2 5 9 6 0 5 7 

3 4 6 1 4 8 5 6 6 3 5 4 6 7 

3 5 6 8 5 7 6 3 6 9 7 5 

同
6 9 

3 6 8 3 7 1 7 5 8 0 9 0 8 2 

3 7 9 7 8 3 8 7. 9 8 合8 9 8 

3 8 112 9 7 120 1 0 7 1 1 9 国三~ 121 9 8 1 1 0 1 2 0 1 2 6 1 4 1 

1) _工業統計表より作成。
2) 1人当期荷額の潟い工場が 100人鋭校前後にj集'1'しており，これら工場の規模[ま分の変化によって50-99人と 100-2約人
士見絞てやの1人当り出荷富貴の変重)Jが主主じている内

結果といえる。そして，これが全道的傾向であったこと

は従業員 1人当り出荷額など(表 4-4)からもいいう

る。すなわち昭和37年に機械鍛j分業生産を行ないうる50

~99人規模薬業所の優位性が明確となり，さらに 100~

299人競模事業所へと移行しつつある。昭和36年以前に

は， 20~49人規模事業所とそれ以上規模事業所との絡差

はまだ生じていない。(直接生産工程に従事する労働者

数は，従業員数の85~90%とみられる。)

2 労働力の再編過患の特徴と労務管理の

展開

前節で分析したように家具業における熟練労働の分解

は問地形成を契機とする機械制分業生産への移行により

緩めて短期限に強行されたといえる。これは，~習工制

を官官提とする均一な殺人的熟練労働者からなる|日来の労

働力構成を分解・再綴させ，新たな労務統轄を必要とし

~" 
I~O 

すぐま包で部りたがる。班長を指導できないで，自分一人

でやろうとする。能率がJ二らんですよ。なかなか頭の切

替えができないですよJと役付工への転化が容易でない

ことを述べている O

このような労働カの再編過程は熟練労働者，特にその

上!警部が工場内にとどまることを凶難とし，請負制廃止

による食金額の低下と相まって彼らの小規模工場への下

降移動，あるいは自営下請への転化をうながした。この

自営下請への転化は，少種多量生産の専門工場へ移行し

た場合には，市場の多品種需要に応じるために，また足

物工場の場合多く見られる張工の自営は需要の変動に対

する調節機能を与え有利である。これらの外，例えば木

工施盤とサンダを賃貸し，足部品を生産させるなど下誇

生産として工場外へ排除する事例もみられた。

機械制分業生産体制のもとで工場内にとどまり，役付

工}習として基幹部分を占めたのは移行時に多くは~習工

期を終了して間もない若年熟練工震であった。これらの

}警は請負制iのもとでの高賃金をあまり経験しておらず，

機械昔話j分業生産への移行を必然的なものと感じており，

1) 熟練労働者の分解過穏と役付工への転化 拡大する工場内で子飼工として将来の昇進を見通してい

労働力の再編過程における第 1の課題は，職人的熟練 た。また，これらの層は，見習工と若干の職人的熟練工期

労働者を排除，あるいは役付工への転化をし、かに行なっ 関を通じて家具生産の全工程に通じており，部分作業の

たかかである。ある経営者は「もううちの工場では 全工程での位霞も経験的に熟知していたことは役付工と

人でまとめていけないですね。殺人希望者は他の工場へ しての転化を可能にしていたと考えられる。しかし，こ

fじ毛JbG5土ら在会まじ、ですね。こ材、らは一つの仕 れらの謄にしても役付工への転化は容易ではなかった。

事に 100%の研究心を注いでほしいですね。背，一つー 「本州の工場をみて職人を使わないで，若年者・女子

つの作業に注いだ注意カをね。うちでは『専門的な作業 を入れて生皮ずることを考えてオーダーの方(注文生産

について，そこのベテランになりなさし、。そのことが自 工場〉から主任，班長を腕がよくて若いのを入れた。当

分の生きる遂の一番の早道なのだよ』とね。これに応え 持主任は28か 9，班長は22か3ぐらいで補選所を出て

られない人はやめてもらうしかないで

人的熟練5労普働者の排徐を打ちt出討し，役付エへの車転五化を要 いのを選んだんでで、すが，なかなか抜けきれませんね。若

求した。またある工場でで、は「九い、巾い、ψカかミげんな工作をして， くても職人の中で10年以上(笑際 6~1O年〉もいたんで

-180ー
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すからjまた，郊の工場長は「班長クラスは，完全職人

とはいえないけれど，殺人的傾向が残っていて，それが

かえってじゃましていますね。 TWIなんかにやってま

すが，なかなか頭の切替えができないんですよ。J

機械制分業生産の軌道に移行した工場では職人的狭少

性，集間的作業における統率力の弱さ，不熟練労働者・

若年労働者に対する指導力の低さを克搬するために高卒

労働力を中心とする新しい役付ヱ療の養成に向かってい

る。

「私の所では，もうこれからは職人は使わないし，作

りません。事務系には大学卒を入れて，工員は高卒を採

用して. 4年ぐらいで現場監督にしようとしていますJ

「潟卒は幹部になるので，技術はやさしいから，人間

(人柄〉のよい人がほしいで、すね。今はあまり気にして

はいません。ぜいたくいえないので注文を付けられませ

んらねJr (高卒者で〕工場に勤まる人なら入れて行き
たいですよ。このし 2年特にそう恩、うようになりまし

た。昔ながらの技術にこだわらず，新しい持ち味を生み

出したいですし，管理職に育てるのも早いですしね。機

械関係の技術援を入れて機械加工関係の技術改善をした

いし，主主装関係では化学の分野ですが……専門的にやっ

ていれば間違いの発見も早いですし，私たちの習ったこ

とはあまりにも絡が広いですからね。今では中途半端な

わけですねJ (K工場次長)

「中王手で来る人は成績をみてもどれもこれも lと2ば

かりですからね。……高校出の方が少々給料たくさん出

しても，早く企業にプラスするのではないか…...高卒は

まだ少ないけれど，将来の幹部に育て上げたいというの

が線闘ですねoJr高卒採用のもう一つの理由は技術的な
ものは，そうT品、して難しくないんだから，全般的教養が

やはりいるんじゃなし、かということですね。いろんな視

野から物事合見てもらえるとL、う。J(B -1工場・社長)

「高校出の方が能率が上がるんですね。自分で仕事を

工夫する能力な相当持ってし、ますから，そんなことで高

卒を入れたんですJ (B-3工場・社長)

以上のように，調査結果は機械制分業により規模を拡

大している全ての工場が役付工を高卒に切替えつつあ

るO

2) 不熟練労働力の導入と未熟練労働者の分解

本項では，未熟練労働者の性格の変化一未熟練と不熟

練労働への分化について若干の分析を行なう。

なお，未熟練労働の分解については重複をざけるため，

第5章1節「見習ヱ傷lの崩壊と昇進制」で分析する。

表4-4に示した，塗装研磨工，磁資材工.n主張工号事

の機種は，その作業内容の一部を除けば 1年以上の経験

を要せず，緩めて短期間で 1人で作業を遂行し得る。こ

れらの職種の多くは，昭和30年代に原材料の変化と付加

価値を高めるために生じたものであり，見望号工および中

高年婦人労働者をもって充用された。

また，これよりは宏子熟練度評俗は上位であるが，こ

の類型に属するとみられるものに戦後の工作法の変化に

よって生じたプレス工があり，これは中高年男子労働者

によって充用された。切削工は，木取工から分離したも

のであるが，不熟練職種として回定イじされており，木耳元

作業と共に共同加工場等へ集約化される方向にある。

以上述べた不熟練職種は，分業生産への移行以前には

未熟練作業と混在しており，中高年不熟練労働者と見習

ヱの担当作業とされていたのであるが，これらの作業は

不熟練労働者に回定化されている。

また，主婦)替を中心とする中高年女子不熟練労働者を

労務管理上の主主治から若年女子不熟練労働者に切替え，

不熟練作業の一部をこれを経験した主婦震に外注化(内

戦化)しようとする動向も一部に見られる。

3) 労務管理の再編成と賃金

機械銅u分業さ主産への移行によってはじめて近代的労務

管理の導入を必婆ならしめた。ここでは賃金管理を中心

に家具業における労務統轄の新展開を分析することにす

るO

織人的熟練労働者が主婆存在形態で、あった昭和20年代

までの賃金形態は偲数出来高織による請負い賃金を主要

な賃金形態としていたことは広く知らされている事実で

ある。この時期までは，織人的熟練労働者には横断的職

種別労働市場が確立しており.年ヰ喜朗け，あるいは見留

期間終了直後の職人的熟練労働者の生活費を基礎とする

製作品目別単{闘が，製作に要する単位持鶴および要する

技能の高低によってウェートづけされており，活発に行

なわれた職人的移動を通じて様準単価の規制が行なわれ

ていたと考えられる。

戦後，涼材料，工作法，木工機械の発達と普及，市

場条件の変化等によって，これらの基盤は崩壊した。第

1に， 木工機械の発達と普及， 市場条件の変化は， 工

場別専業化を促進し，職人的移動をrn難にしていった。
また，工場内においても，すでに詳しく分析したよう

に木耳元，切削工の分離， プレス工.nム張二L 主義装研勝二ζ
など不熟練労働力の大最若手入，職員慢の橋大があり，単

価設定そのものに図難を生じた。さらに，工場規模の拡

大，機械台数の増大は.i士総加工工程における個別請負

。。
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表4-4 職種別労働力構成(札幌木工図地家呉 7事業所.HIl干042年7月)

Evヱヒ 計
18滋 1 8 2 0 2 5 3 0 3 5 4 0 4 5 5 0 5 5 6 0品交

未満 -1 9 -24 -29 -34 -39 -44 -49 -54 -59 以上

i 合 計 (68) 274 46 (5) 35 (6) 48 (4) 30 (8) 34 (Jj) 29 (4) 17 (7) 11 (5) 百 41(3) 11 

1前 民 ノl、計 (9) 39 31(3) 自 (2) 71(2) 8 5 2 1 (]) 3 1 1 (]) 2 

(J)綴 呉 23 1 5 5 4 3 2 2 1 

(2)すf 務 長 (7) 9 1 1 (3) 3 1 (J) 1 1 (]) l (1) 1 1 1 (1) 1 

(3)渓 車ヰ チ 5 l l 1 2 

(4)羽t f支 総 (2) 2 (]) 1 1 (]) 1 

工 員小計 側 235 (J3) 45 (5) 32 (3) 39 (2)23 (6) 28 (12) 24 (5) 15 (6) 81(5) 9 3 1 (2) 9 

(])木取 11J自IJヱ (2) 26 l 1 3 l 2 1 (]) 4 1 (1) 7 2 2 3 

(2)フラッシュヱ (3) 8 2 1 1 (]) 2 (2) 2 1 

(3)杢 3長 エ (3) 4 1 (J) 1 (J) l l (1) 1 

(4)機械加lエヱ (2) 25 (]) 11 3 3 3 41(1) 1 

(5)調慾仕上工 (2) 3 1 (]) 1 (1) 1 1 

(6)加工組立ヱ (]) 29 つ 8 4 5 1 (1) 6 2 1 2 

(7)級 一、J息'i T 33 6 / 11 7 1 1 

(8)家 J~ ~.故人 11 3 3 2 l 2 

(9)1士 T 3 1 2 

(10)塗装主主装研}会]: 自品 40 (9) 10 (5) 5 1 (3) 4 1 (1) 2 21(5) 6 1 (3) 3 1 (2) 2 1 (4) 4 (1) 2 

(11)椅 CI- 弘之 ユ; (3) 21 (1) 3 6 3 1 (2) 5 l 

(J2)話IJ資材加工 (J的 15 2 1 (1) 1 1 (2) 3 1 (3) 3 1 (1) 2 1 (1) 1 1 (l) l (]) 2 

1131刃物liIfIf~ 工等 ワ 1 1 

(]4)見 習 T 15 8 4 2 (1l 1 

工長年齢別比率 100% 19% 14% 17% 10% 12% 10% 6%  3% 4% 1% 4% 

( )内は女子内数

表 4- 5 職種別賞金形態別月間賃金(札幌木工E現地主主!il，・7事業所・工員・昭和41年 7)J .単位千円)

作旨ご
10 10 12 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

米滅1 12 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 

l口入 五十 自由 235 (2) 2 (1日14 位3)55 (15)50 (7)33 (2)24 18 21 10 4 3 l 

言十 臨時 220 (2) 2 (lO)]4 ω;)55 (1日50 (7)32 (2)19 16 14 10 4 3 l 

(1)木紋ザJ 部工 (2) 26 3 41 (2) 7 5 2 3 l 1 

(2)フラッシュエ (3) 8 (2) 3 (1) 3 l 1 

)五L. (3)主主 張 ョ:(3) 4 (1) 1 (2) 2 

(4)機械 力日 工工 (2) 21 (1) 4 7 1 (1) 5 l 1 1 l 

(5)調 怒{士 一!こ工 (2) 3 (2) 2 7 

額 (6)力日 I 品E ;ょヱ (1) 29 (1) 1 2 5 5 2 1 5 3 1 2 

(7)綴 iL 3二 33 6 13 1 3 5 

(9){士 〕二 3 11 (3) 4 1 

#jlJ (1的塗 装 ヱ 自由 40 (6) 6 (16)17 (8) 9 4 l 1 2 

(11)椅 + 工 (3) 21 (1) 1 (1) 1 31 (2) 2 (1) 2 3 2 3 2 

(12) Ii¥IJ 資 ネイ 方11 工 白骨 15 (1) 1 (1) 1 (5) 6 (1) 3 1 1 

(13)刃午勿隣府ユ:主主 2 1 1 

(JJ)見 t~~ 沼 こ仁 15 l 12 l 1 1 

"日
;i十 15 1 5 2 7 

}'， (4)機械力日 3二 二仁 4 4 

詰日 (8)家 コy可1 1続 人 11 l 5 2 3 

( )内は女子内数

。，，“00
 



中小金業の近代化と投能教育〈その 2)

た。このタイプの工場経営者は次のように述べているO

「倒人請負の場合は単価を決めれば鰐単ですが，仕組加

ヱでは王手{脳が決められなし、から，どうしても集団(誘負

L うになるわけですね。もと(以前〉は仕総加工の一

部を級立車詩人もやっていましたから，加工と組立の請負

単価の決めかたが難しくて，この 2年間に7回変えたん

ですが，いまだにうまくいっていませんね。今は，人の

比率(仕総加工と組立の労働者‘数の比率〉で、やっている

のですが，組立と加工の殺人の腕や労働時限の算定が出

来ないので両者間に不満がでてくるわけです。仕組みの

方は組立ての腕が怒いというし，組立ては仕組みは遊ん

でいるとL、うわけです。J(A-3工場)

40年代に入ると機械制分業生産の優位伎は明確に確立

し，職人的熟練労働者の存在を不可能とした。

次に大規模工場の芸評初jを分析する。

諮魚給から時間給への移行持における賃金額の決定の

主な慕準となったのは，職人的熟練労働者の請負突綴と

見潔工賃金であった。「年間支払額を月額で都って決め

た。機人は高い持のことしか援にないが波があるから低

く添うのではないですか。賃金の磁はトラブルはあまり

い生産を実際上関英霊にして行くとともに特殊機械の発達

によって，機械制分業生産に可能性を開き， 1痘別生産に

対する優位を確立していった。仕組加工部門で確立した

分業生産の方法は，依然としてそ子工的熟練にたよらざる

な得なかった組立部門へも導入され，職人的熟練労働者

による請負賃金形態の基盤を崩壊させた。

この出来言語講負賃金形態から時間賃金形態(多くはし、

わゆる日給月給制〕への移行には二つのタイプがみられ

た。その一つは，機械純分業生産への移行を機にさを溺的

に賃金形態を変更する大規模工場に多くみられるタイプ

である。もう一つのタイプは，小規模工場にみられるタ

イプである。ここでは，期的には遅れて策金形態を変え

たのであるが，小規模工場の若手例から分析を行なう O

小規模工場の多くは，大規模工場の機械制分業への移

行に反発して下降移動を行なった多数の職人的熟練労働

者を吸収した。これらの労働者層は比較的熟練度の高

い部分であり，職人的熟練労働に淘執し，出来高絵の維

持に努めた。これらの工場では，職人的熟練労働者を組

立工として請負給のまま残存させ，また，仕組加工にし

ても集団諺負号事の形態を 40年代初めまで存続させてい

19U 
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中小企業の近代化と技能教育(その 2)

なかったです。仕事の商では多かったけれど。支払賃金 た。しかし，新規高卒労働者の初任給は急上昇傾向にあ

総額では年間では変わらなし、。福利厚生函も変わらな り，賃金支払総額を一定限に押えるためには年功賃金は

L 、Jo(B 2工場校長) 必ずしも企業側にとって有利ではなくなりつつあるO あ

多くの場合，時間給移行時の賃金額は前年支払笑綴に る工場では 11.、っそ労働組合でもできてくれれば，労働

よって決定されたので、あるが，すで、に述べたように請負 協約でも結べれば，手取り早いんで、す。そうすれば，こ

秘の廃止以後も工場に残留した熟練労働者層は，その若 れはこんなだからといって，合理的に(笈金管理を〕や

年部分であり，熟練労働者層では低賃金労働者部分であ れるんです。ところが，それがないもんだから，どうして

り，しかも，大量の不熟練労働者の採用により，職人的 も人情がからんで、ズルズルになってしまいますねJ (A 

熟練労働者からの転化部分の比率は著しく低下した。ま ー 2・A-4場社長)工と企業側からの賃金体系合理化

た，賃金額の下荷主を決定したのは見簿二仁笈金であったこ の緊急性を述べる例さえあった。このように「工場の体

とは当然であるが，これは徒弟の可、遺L、的資金を前 質改善」を強行するためにも，主に役付工として配援さ

史に持ち員受賞法による業者間協定賃金である。中高年不 れた職人的熟練労働者の再教育と陶汰を試験制度に紡合

熟練女子の賃金は，協定最低賃金に準じており，中高年 した昇格制度を導入し，これを賃金管理と結びつけよう

男子はこれより若干上位にランクされていた。図4-4 とする志向が強くなっており，職能給の導入となってき誌

に示したように家具業の賃金はすでに職種別賞金を失 現しつつある。これらの傾向は，団地集団化によって，

い，新規学卒労働者を起点とする年功賃金体系を形成し 経営者部会，あるいは労務担当会議等を組織し，官庁，

ている。不熟練中高年女子賃金が業者協定賃金に回定化 経営コンサルタントなどと連絡・指導を密にしながら進

され， ミアノレバイトミ的資金に釘づけされており，不熟 められている「中小企業近代化Jr経営合理化」の動向
練中高年男子の位置づけも変わっていなし、。また，新規 のなかで全企業に念、速に広まっている点は注目される。

学卒労働者の採用が集団求人によって，軌道に乗ったの

は昭和40年以降であり，調査時点ではまだ明議ではなか

ったが，それぞれの位援づけから若年男女間賃金格差も

広がる傾向を見せており，若年女子賃金上限は，せいぜ

い不熟練男子賃金レベルに回定化されると忠、われる。

これを図4-4に示したのであるが，まだ職種別賃金

をとっている建具業(図4… 5)に比較すると著しい遠

いが明篠になる。(質金額の極端な遠いは労働移動率が

高かったため年間比較には療本数が足りなく月間賃金額

から作成したため著しく拡大されている〉建具業にあっ

ては，見習郊院を終了後，製作工となり請負賃金に移行す

ると賃金額は 2~3 傍となり， 35~40歳で上限に透して

これ以後漸減する。 25~30歳を一応の目処に製作工の一

部は取付工に織積替えを行ない製作工よりやや高い舞金

を得るが，傾向は変らなL、。建具業の場合にも，一部既

製品(規格品建具)生産工場では分業生産に移行し，時間

給を採用する企業も増加しているが，職人的熟練労働者

の請負給の影饗をうけ， 18歳から25歳ごろまでの年齢別

賞金上昇率は，著しく高いものとなっている。これと同

様のことは，家主主業においても職人的熟練労働を経た熟

練労働者の比重量の高い小規模工場でみられ，見習ヱ期間

に相当する 3年間の賃金上昇率は{尽く 4年目に前年賃

金額の約半額を技能給として支給する例がみられた。

以上のような時間給への移行は，高賃金熟練労働者を

排徐し，相対的に賃金の低い若年熟練労働者合上限と

し，J!習工賃金を下限とする年功賃金体系として確立し
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第 5 昇進制の確立と教育訓練

1 見習工制の崩壊と昇進制

1) 見習工市iの残存形態

見習こに制は小規模工場に残浮を見出すにすぎず昇進制

へ移行をほぼ完了している。まず，最後の見望号工剣がど

のような裂で残存したかを分析する O

第3意で事例jとして分析したA収納家具工場では，中

卒男子労働者に3年間の克習期間を続けている。(中卒

女子不採用〉職業訓練所修了者に対しては，訓練所での

訓練期間を見習期間と同一にみなしている。この工場で

は仕組加工部門は職人的熟練労働者のみの請負作業とな

っているため，見習ヱは主に組立作業に配援され先室長見

習工の指導のもとに組立作業に従事する。これは技能の

高い熟練労働者は務負給のため，見習:ζの指導を行なえ

ないためである。組立作の他に一定期間，フラッシュ板

，仕上げなどの作業にも従事させているが，技能習得上

震要な部分を占める仕組加工は職人的熟練労働者の共向

請負作業のため，見習工を配還することはできな L、。

「新しい人は組立の方に回して，先に来ている人(先輩

見習エ〉に付けて，安物の組立につけて，上の方から11鼠

々に職人にしていくようにしています。私もみています
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が，一部は職人の手子につけてますが，本人にすればあ

まり教えてもらえなし、から，職人につくのを好まないよ

うですね。J1"本人の仕事の覚えで3年から 4o'p0で職人

〈請負絵〉にしています。仕事の設によって，平く上げ

なければならない人も遅くなったりでいろいろですが，

見習は3年ということになっていますJo1"佼事を全部覚
えるということにしていると，流れに移ったとき，全部

仕事を覚えるというこで入ったんだからということにな

れば鴎りますねJ。

このように分業生産への移行の直前にあったこの工場

の見習工総は，その名称の残存にもかかわらず，かつて

の職人的熟練労働者の養成とは著しく異なり，総"'Il.工

養成へと性格を変え，しかも生産の発展と矛盾をきたて

おり，その崩壊は時間の問題となっていた。この工場で

は，職人的熟練労働者の抵抗によって「流れ作業にした

いことはしたいのですが，いろいろむづかしい。一気に

変えるのはむづかしいので少しづっ変えながら新しい人

を養成しています」と述べており， B草地集団主主人による

若年労働力の一定の確保を背景に，昇進制への移行を具

体化しようとしていた。

次に小規模工場の張工について，第3主主で分析したC

椅子工場を事例jとして検討しよう O このような小規模工

場では偲々に線分化された 1作業だけに人員交配霞する

までには分業生産は進展しておらず「全ての人に 2，3 

の仕事を教えるJことを目的としている。しかし.1"自

分だけの仕事をしようとしますと(副資材工の場合は)

半月か 1カ月もあればできます。張りでも部分的なもの

はやらそうとすると隠じなんですJorその日，その臼の
ものだけをやらせるのであれば1滋潤もたちますとやり

ます。多少の上手下手とか，早い速いはありますけれど

も，専門約な(細分化された〉仕事ですからj。という

ように張りこ仁の作業綴殴から切り離された多くの作業が

中高年女子不熟練労働者に回定化されている。そして，

これらの作業はかつては見習エが担当していたものであ

った。この結果，張工の技能養成は上張工の養成に変化

し技能習得期間も r2年か2年半で1人官官に仕事ができ
るJといわれるように短縮された。しかし，J二張作業の前

段をなす下終え作業に従率:しながら上張作業を見ょう見

まねで習得するという点では見潔工的技能習得である。

2) 見習ヱ昔話の崩壊と昇進制の成立

次に機械制分業への移行を完了した大規模工場におい

て成立した昇進制の分析を行なう。

まず， )収納家兵工場について K工場(第3意 3節参

照)の事例を具体的に分析しよう。この工場では，社

長，工場長の講話を主な内容とする半自の導入教育を

集合教育として行なっているにすぎな L、。この中で機

械加工(線付を含む)，塗装，仕組(手仕上，組立，調

務〉の三議職場の作業内容について説明言ピ行ない，工場

見学の後，新入工長から職場配i酌こ対する希援を開き調

表 5-1 熟練の性格熟練度別労働力構成
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慈の後に配震を決定する。配関決定後は，著しく適伎を

欠く場合(例えば，落書まに欠け機械作業への従事ムヵ:事放

を引き起す危険がある場合など〉例外的に配援務えを行

なうが，一般的には三年間異動を行なわなし、。新入工員

は以下述べる作業に配置され，西日震験場の職長・波長の

指導をうけ各作業を遂行する O 機械加工職場ではホット

プレス(紀要17号P65K工場生産工程および労働者配設

関，工程番号11以下関じ)墨付作梁 (21)穴掘機械(30)

などに配置され，仕組職場ではボデー組立 (46)組立台

ターミナノレ (51)などの助手およびダボ穴機，ヲ!出級立

などの作業を 1年ないし2年間に阪次異動させ，続いて

組立喜連節部門内の各作業(河前P66，67参照)の中位の

熟練を要する作業に配援させる O 塗装職場ではチリ払い

表5-2 8工場新入社員数湾の概婆

(41の助手〉罰11::義色 (37) ，皇室裟 (39~41)の助手の

いずれかに西日華まする。(塗装職場の作業のうち中心に位

援する吹付塗装工は労働環境の劣悪さから若年労働者を

養成するこことができず，熟練労働者を外部から補充し

ている)。

このように 3年間の作業経験によって新入工員は半

熟練労働者とみなされp 女子労働考は主に主主装，ま東付

作業に半熟練労働者として止まり，男子労働者は職場交

代を行なう。この異動の一例として，機械加工職場から

仕組職場への異動の場合には仕組加工職場内の機械作業

に配震まされ，その後，簡単な手工的作業に配震替えされ

組立作業のうち半熟練労働者の作業までを一通り習得す

る。この後，再び，機械加工職場に帰り高度の熟練を要

する作業をま設当する。

しかし，この場合，企業側は高度の熟練を要する作業

習得の機会を，担当者および2，3名の代替要員の確保

に限定(欝得期間のロスを排するため〉しているため，

昇進の道は狭められている。

以上分析したK工場は家具業としては初期に属する昭

和20年代末に分業生産体制に切替え，Jj!，習エ紛の直接の

彩饗を受けつつ昇進制jによる技能養成に移行した工場で

あった。

3) 昇進和!の擁立と企業内教育

次に，機械剣分生産の確立した昭和30年代末に新工場

への移転を契機に見習工1I1ijを廃止し昇進制へ移行したB

工場の苦手例を分析する。この工場では，少種多最生産の

「近代的専門工場」へ脱皮するため労働力構成を事務，

Z反売部門に大卒，短大卒，役付工は潟卒男子労働者，一

般工員は中卒労働者， とくに中卒女子労働者に再編成

し，また，手工的熟練を要する職職人的熟練労働者を排

し，機械化を徹底することを基本方針としている O この
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ため，従業員教育を重視し，新入社員教宵，現場技能教

予言(0J T) ，歎替者教脊を柏互に関連づけ五三業内教育の

体系を整えようとしている。この方針にしたがって， 41 

年度から新入工員教育が議設され，新入工員には f近代

工場の考え方を入社前に明確に与え」かつ在来の殺人的

熟練練労働者にはその監督者への転化を推進ずることを

目的として技能関連科目の議舗を担当iHき， 1"新体総に

適応できない者は陶汰するJとし、うきびしいものとなっ

ている。

42年度採用者に対する教育は3月20日から25日まで実

施され，この内容は表5-2に示したように学科と実習

を組み合わせた集合教育であった。

この教育を終了後，新入工員はただちに，その最も簡

単な作業に「一作業に責任を持つ作業員として配援jさ

れる。新入女子労働者は，高度の熟練を重要しない塗装関

逮作業および組立仕上げの擦助作業に配援され，多くは

類似作業潤をモラル向上を目的とした異動に限定されて

いる。男子労働者は，原則として機械作業に配置されて

いる O これは，先に述べた経営方針に従い，近く組立作

業の機械化を計闘しているためである。新入工員の配置

作業は，本紀要17号P62図33-21B工場生産工程およ

び労働者配置図Jの不熟労働者の配慶されている機械作

業である。ここで、は，詳しい昇進の経過は省略するが，

半熟練労働者の配寵されている各作業へ版次昇進してい

く。このような昇進税のもとで、は，現場作業を通じて技

能を習得して行くのである。

この工場では，熟練の震婆伎は低下しており，役付工

への昇格には指導力，統卒カ，創造性などが重視されて

いる。

この結果，技能のよではかつての熟練労働者と比絞し

て，切らかに下位の熟練度とみなされながら，役付:仁へ

昇進する例がみられる。これは，分業生産への移行の総

菜，日常の作業管涯の強化が必要きとなり，これを行なう

監督者)替の役割が増大したためで、ある。そして，家具業

にあってはこれら監督者を早急に養成確保する必婆が生

じたのである。企業調査は若年労働者以上に監努労働者

が不足していることを示していた。

この点に関して工場長は次のように説明しているo

fうちの工員は忠実に働くことは働くのですが，それだけ

でなく，正しい作業のやり方を勉強してほしいで‘すね。

新しい作業の枚方を，作業改善とか，作業点検とかの面

をもっと各人が認識をもってもらいたし、。い支のところ

は，作業主主には作業主ピ通じて教育しているわけです。係

長には外部から先生を招いて教脊をしてもらっていま

す。今年はじめて，新入社員教育に技術面は職長，係長

を講師にしてやったのですが，これも一つの教育と考え

てやるわけで、す。このごろ経営者の恩恵でそういう教育

がやられてきましたし，選やその他の官庁方衡から積極

的に現場監督表訓練が実施されていますので，この 2年

間ほどの問に職長，係長あたりが綴当進んで(教育効果

をあげて〉きたわけですよ。考え方や人の扱い方，教え

方なんかの点ですよ。

こうして，新入社員教育，昇進制による現場教育，車ま

督ミ若手写教予ぎからなる企業内教育が裳綴され，昇格試験制

度，戦能給の導入などと結合された。

2 昇進部の確立と労働者の対応

本節ではこれまで分析してきた見湾工制から昇進制へ

の念、激な移行のなかで，労働者は技能習得問題をどのよ

うに考えているかを分析する。

1) 技能習得の図書量殺と技能支配の確立

はじめに，以上述べてきた技能習得の激変を労働者が

どう受け止めているかを「役付工商接調査J(付表21家

具・建具工業の従業員調査楽」参照〉から代表的苓初jを

紹介することにしよう。

③N.K 木取工(班長〉昭和12年6月21臼生中卒

経験10王手(木取工経験5年〉年32入職

「者はね， (木取工は〉工場では偉いし，給料も一番だ

しね。会社自体がそう(木取工を{尽く評価していること〉

なんですからどうもならないのです。若い子きても木取

りそのものをやらせるわけじゃないし.*取ったものを

削るだけで材料をおもてから入れらせるわけじゃない

い仕事が単純なのはうちの会社ではどこにいても同じ

なんですから，若い子が悩むのはそこじゃないかと思う

んですがね。それから仕事を変えてほしいというんです

よね。だおらといってそのたんびに変えていたんでは工

場がなりたってし、かないし」

「この工場にいるうちはいまの仕事から離れようとは

思わないですね。前はね，一人でまとめりれるように職

人になりたいと思いましたが，いまになってしまえば，

これから新しく習うということはできないで、すからねム

@K.T 仕組加工(班長〉昭和16年7月2日生中

卒経験10年 32年入織

「仕事は機械がやってくれますし，いまのところあん

まり勉強する必要ないで、すね。そこの部分，部分だけを

やってますから。確かに自分で作っていたときより街白

味というか，自分で作ったという実感はありませんし，
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どういう企業でも流れですからそういう時代になってま

すし，自分 l人で作っている時代でもないんで、はない

か。機械化されますしJoIそればっかりしかで、きなくな

るとL、うのですか，やっぱり不安はあります。若い人は

仕事覚えたし、ですし，そこばっかりにいないで回すちゅ

うんですか，いろいろ閉して行くようにしないとふ「部

分部分やってる工場が多くなってますし，動けなくなっ

てますし。{会社では〕家具の基本というのですかそう

いうことを教育してほしいですね。いまだったら，工場

へすぐ入ってその仕事だけしかやってませんから自分の

仕事しか解んないんでなし、かな。人は何やっているか，

何をつくっているか，そういうことですね。いまは(新

しく〉入ってくる人，職人という人もあまりいませんし

ね。いま， うちに教えてくれる人もいませんでしょう

し，若い人はかわいそうなこともあります」。

@T'Y 上張工(織長〉昭和9年8月23日生高卒

経験14年昭和28年入織

「これから分業になるでしょうね。持代の流れで。私

自身別になんにも感じないんですが，若い人はかわいそ

うだと思いましたが，まあ結局あわれですよねoffでい

えば椅子張りに関してほとんどの椅子を手がけておりま

すしね。それによってまたいろいろなことを覚えてます

が，分業になると，それが難かしくなるんです。限られ

た範留になりますからね。ままい人は分業になりますから

覚えにくいですね。それも本人の気持で，その気になれ

ば覚えられるんです。分業になっても仕事はその気にな

れば覚えられんですが，主主成品になって仕事が限られて

きますからね。腕はよくなれませんねj。

@K. S C紘〉上張工(職長)昭和15年1月25日生
中卒経験11年昭和31年入駿

「分業化されてますから，ーから十まで自分でやる場

合で・したら技術がものをし市、ますが，その部分だけ習得

すれば一人前ということになりますね。それだけに.会

社が潰れれば困るので一生懸命やるんでないで、すか。う

ちの会社でもひと通りは覚えてますよO 結局新しく入っ

てくればT捺えに入って，それから張りに上ってきます
からね。ですから下務えである程度のコツを覚えれば上

ってきますからね。でも作業に回定化していて会社の都

合で考える以外固定化しているんで，次つぎに仕事を変

えて行けないんです。けれども潤図の仕事は解りますが

ね。それでも，やはり，上張りをしている職人が下捺え

では中学を出た女の子よりできないですね。女の子の場

合，決った仕事しかさせませんからね。一部には生活に

困る人もいますから下務えと上張りでは，給料も違って
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きますしね。女の子でも上張りをしたいという人もいま

すけれど，会社の行き方として……やはり女の人は安く

使うのにあまりL、い仕事をさせないんで、すね。女の人に

は長椅子でしたらミしゃくりミというのはカがし、てむず

かしいことはありますがねJ。

⑫0・N C座・背〉 上張ヱ 昭和22年7月3臼主主
中卒経験4年昭和38年4月入織

「はじめ木取りで，運搬とか先取りやらせられていた

んだけど3カ月白ぐらいで張りに移れといわれてね。会

社で張りの人がやっぱり足りなかったからだろうな。希

望なんてなかったね。家具屋の仕事なんでさっぱしわか

んなかったからJoI張りへ移ってすぐ背をやって，それ

から座をやって，後は背と墜を存在方やってます。 紘はや

りませんO やればできると怒うけど，率い遅いはある

ね。きっと。初め，やっぱり手にとって教えてくれて，

それから，あんまりロで何聞もいわないのね。一闘しか

教えてくれないのね。無濯しゃワ覚える。したからね，

自分で;忘れたら人の見て。覚えなかったらそれでもう O

あんまり解らなかったら教えてくれるけど開くのもいや

だからね。自分で覚える。自分で、覚えなかったらどうし

ようもなL、からね」。

「覚えないよね。覚えられないね。やっぱりいつも同

んなじことばかりやってるから。つらい仕事もないけ

どJIぼくの場合だったら動こうと思わないね。ここに

ずっといようと思ってる O 今，止めて，どこかへ(行っ

て〉仕事覚えるたって，どうにもならんもね。同じもん

しかできないでしょ。行ったって勤まらないという頭が

あるもんね。(技能検定)受ける気ないね。去年できま

したね。取れなL、から，どっちみち取れなし、から，他に

できる仕事つてないなあ。 j二張りだけしかできない。そ

れも，うちの張りだけね。うちの張りの部分だったらミ

シン(張布縫合作業〕以外はできるな。ミシン， ，まくや

はり， ミシン覚えたいなあと，思ってるね。今， ミシンで

きればうちの会社で張りの部分だったらできないものは

ないような気がするんです。勝手じゃないけどさ，自己援

替されればできるけどさ，それもできなし、から，自分で

は帰り遂くして練習やって行けばできるんじゃなし、か

な。覚えて損しなL、から。うちの場合だったら，希望ち

ゅうより，もう皆なi可じもんだから，どうも皆な諦めて

いるんじゃなし、かなあと怒ってる。既製品屋はもう皆な

どこへ行っても同じでないべか。ただ i司じようなこと

ばかりやって，特別うまい人とか，年季の入った人だら

ね。あっち，こっち動けるけどO 入ったばかりだと仕事

出来もしないしまた無理だしどこも行けない。(仕事)
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覚えたい気は多いね。皆も競争しているみたいだしJ。

⑧y.y 張仕上工(班長)昭和16年1月18自主主 中卒

昭和30年入職 経験12年(うち木部ヱ10年半， ~長役上エ

1年半〕

「これからのことを考えると製図のこと勉強したし、。

将来役立つんではないかと思って，思っているだけです

けど。技能検定取りたいと思ってます。木柄の方です。

この前，指導員の講習にでて一級試験とか二級試験ある

と隠いて，それで。(戦場では技能検定の〉話し出ないで

す。取りたし、と思ったのは最近で、す。何か免許持ってい

ないと，何かと立ち遂れるのでなし、かと思って，すぐに

は役立たないですねJ。

以上紹介した面接調査の事例から明らかなように昇進

秘の確立は，労働者にとって技能習得を困難にしており

企業の技能に対する支配権の確立を意味するものであっ

た。見習工制によって養成された職人的労働者の熱線は

企業にとっては監督労働者として必要な能力な十分持っ

ていないとしても，労働者にとっては，すべての作業に

透じる万能工であり到達目標であるのは当然である。昇

進制による技能潔得の制限は，労働者の地位を不安定な

ものとしており，労働者の不安を高めている O しかし，

すでにみた生産技術の発践は， I日来の熟練労働者とは異

なる新しいタイプの熟練を持つ技能労働者を必要として

おり，現代の生産技術に対応するがfしい熟練を身につけ

維持することは一層重要な課題となっている。

2) 熟練内容の変化と教育訓練

機械制分業生産の発展は，熟練内容をこれまで、の熟練

とは異ったものに変えつつある。第一に機械加工に対す

る熟練が重視され，正確な加工と機械の保守・管理能力

が要求される。これまでの熟練は，手工的熱線を基礎に

道具の代替えとしての機械使用であり，この過程は部分

的，漸次的に進行してきた。この結果，多種類の機械を

不完全に使用し，道具を使用して修正することが，機械

作業の原則に反して行なわれてきた。あるこ仁場管理者は

次のように述べている。「な合わなかったらー飽かけれ

ばいし、とLづ考え方が，職人出の人たちにあります

が，せっかく機械加工で正確に切断したものをなぜ入院

が傷つけるのかと考えるようにならないと本物でありま

せんふまた， r自分で機械を使うのだけれど機械という
ものは自分でいじるものでないとL、う綴念がまだあるん

です。電気とか機械の基礎的知識を身につけて，扱い方

を訓練していかなければならないj と述べている。

第2に，分業の進展の結果作業範額が狭められ，熟練
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習得に婆する期間が短縮し，熟練度を低下させているが，

これは協業主ど前提としており，協業内労働者の相玄関の

関係を維持・発展させる人間的側磁の発達が必要となっ

ている。特に一定範西内の作業を統轄する熟練労働者は

単に作業そのものに遜じているだけでなく，その工程内

労働者に対する指導，統卒カが欠かせないものとなって

いる。

第3に，工程管理者，家具テ、ザイナー，木材乾燥二とな

どこれまでの家主主工場ではみられなかった技術労働者へ

の需要が発生している。

以上のような変化は，今後一層強まることは明らかで

ある。従って新しい熟練の習得と維持には，後期中等教

育を前提としその上に毅業訓練と蒋訓練を必要としてい

る。また資本の技能支配を打破し，婦人及び中高年不熟

練労働者の技能習得問題も議事きな課題となっている。

まとめ

すでに分析したように昭和初年段階まで、は，職人的熟

練労働者が主望書労働力を構成しており，彼らは見管工1tIJ

によって養成され，全工緩~稜々の木工機械を使用して

遂行していた。戦後，木工機械の発達と普及，原材料・工

作法の変化・工場規模の拡大などによって，職人的熟練，

労働は生産工程にそって， )収納家具工場では木取・切滞日

二仁フラッシュ絞工，仕組加工工，組立ヱ，塗装研磨工な

どに，また，椅子工場でt土木部I，下務え工，上張工，

国IJ資材加工工などの機種を形成し，不熟練労働者の導入

を可能にし，職人的熟練労働者としての家具工は組立エ

(一部に仕組加工〉および上張工として，必要とする熟

練の程度，範囲を低下させ，その地伎を不安定なものと

した。これに対応する技能養成制度が見習工剣ゃある。

昭和20年代末から本J終的に関始された，機械剣分業生

産は30年代後半に確立し各機種を構成する単佼作業にま

で分業化を進展させ，殺人的熟練労働者の最後の残存形

態としての組立ヱ，上張工をも消滅させた。これに対応

ずる技能養成斜度が昇進鍛jである。従って，家具業にあ

っては見習工秘は従弟制から昇進制への移行の時期に過

渡的に現われ，その初期には従弟制，後期であっては昇

進1tIJに類似していた。

機械剣分業生産の確立は，殺人的熟練労働者に対し，役

付ヱへの転化合迫り，同時に，新規学卒労働者を採用し，

新しいタイプの労働者一一機械1M工場労働者として育成

した。昇進制の確立によって労働者は技能欝得擦を資本

の側に奪われ，技能溜得を閤難にしたが，反面熟練の性務

の変化により，後期中等教育拡充と職業訓練の公共化へ

の必要性を高めている。また，職人的熟練労働者の持つ



中小企業の近代化と技能教育〈その2)

生産技術の発達と技能教育の変化
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J主能教育f出1)，主
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;七 1 )盛正規模は:均年以降の従業者1人当。出荷額の最大規後とした。

F ， 

2 ) 級人的労働者とは，イ 主に自己所有の労働手段白昼呉)を使}討して，ロ 請負賃金によってほとんどの工程を1人で行い，ハ一定
期tujの徒弟制あるいは徒主容がJ見習]告1)によって技能を説得し， ニ その技能は社会的通用性をもち，自由な移動をiTぃ?る労働省

職人(1';労働者の故後の残存形態は，最近まで機械化されなかった組立作業を自己所有の道具を用い議負おlで従事する級二口;で， 35年以

降;ßt';~(こ減少した。

小生産者意識の発生基礎は失われ，これらの要求を労働

組合運動を通じて解決していこうとする志向もまた強ま

っている O

X X X 

この論文は本紀要第17号に掲載した「中小企業の近代

化と技能教育〈そのl)Jの後半部分である。「その 1J

発表後，大学紛争などの諸事情と怠惰のため，今日まで

執筆の機会を失い，執筆のおくれたことは本論文が実証

的調査研究である点からも深く反省するものです。「そ

の1Jで発表した本論文の執筆予定を一部変更し， r機
業訓練と後期中等教育の再編」については，檎を改め別

の機会に執筆したい。

附表 1r家具建呉工業事業所翁査 (A)J饗綿
1 会社及び工場名

2 経営者〈社長または業主〉の経歴

3 会社の沿革

イ 31， 36， 41年7月の従業員数，資本金

ハ 既製品の製造をはじめた年

ニ 誘負職人を半数以下にした年

ホ 流れ作業にした年

へ失業保険に加入した年

4 生産状況

伸生産品目と生産額 (41年分〉

(B) 既製品 1単位c1ロット〉当りの生産数

5 給与体系・給与表

6 初任給 (41年4月常用ヱのみ〉

7 従業員移動状況(年間〉

8 技能検定書事有資格者(名称別・級別〉

9 経営組織図

10 職場配置図(作業組織図〉

11 震用，人事，労働条件について(震祝するものの綴

に CJ番号を。イ P，ハは該当するものをOで囲
み( )は記入して下さい)。

(1) 従業員として不足している年齢層は

(2) 不足している職種は

(3) 従業員採用にあたって詮衡の愛点

(4) 役付ヱ(班長以上〉への昇格の基準

(5) 賃金や昇給の基準

(め賃金や昇給額の決定は何を参考にしますか

(7) 賃金体系は何を中心に考えていますか

(8) 定期昇給制度は望ましいと思いますか

(9) 賃金や手当の支給額の決定は誰がどのようにして

決めますか

(1<) 労働組合のできることは イ，大変よい ロ，よ

くないがしかたない

12 教育訓練について

(1) 企業内での教育訓練を行なうことは イ，特に重

要ロ，…-…

(2) 教育訓練で実施しているのは イ，新入社員教育

ロ，役付工
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(3) 認定率業内職業訓練を設けることは イ，必喫

(理由) P， 

(4) 訓練所修了者と新中卒のちがし、

(5) 訪1¥練所の教育内容・水準についての意見

(6) 旧職人!替の蒋訓練に必要な訓練内容の作jか

(7) 従業員訓練の重点

(8) 学校(新中・高校〕に対する要望

訪問地と業界について

(1) 団地化は中小企業の行き方として合理的だと考え

ますカか込

(ω2の) 団地に入つて得た利
(ω3の) 団池化によつて労使島潟号係に影饗を受けましTたこか

(ω4心) E邸E地内の王食な業格主義主は大きくなつていますbかミ

(5) 共同事業の今後の見通しは

(6) 木工団地の問題点と将来の見通しについて

(7) 木工業界の現在の問題点と将来の見通しについて

(8) 経営者として研究しなければならないと考えてい

る，部主{可ですか

(9) 企業の見通しと発展のための構想・計画について

14 従業員について(全員の氏名，生年月日，住所，入

社年月，職種，学歴，訓練所名，昭和41年7月支払賃

金額その内訳，昭和40年年間支払賃金総額についての

記入禁〉

附表2 r家具・建具工業の従業員調査察J(婆綱)
1 本人について

2 世主穏について

3 生家について(本人就業時期〉

4 車講座について

5 木工家具建兵工業に従事した毒事情

6~(1) 所有資格の名称，取得年

6~(2) 役職の権限と交任

7 現在従事している作業名，使用する機械・道主主名，

作業の内容と範密

8 現在従事している作業以外に従事できる作業名と使

用できる機械名

9 木工家J主主主主主の作り方はどのように変わってきてい
ますか。(工場の変化〉

10 現在従事している仕事は，いつごろどのように変わ

ってきましたか〈各機種の変化〉

11 自分の仕事に必要な道具で，自分が用意しなければ

ならない道主主はん、つごろどのように変わりましたか。

12 請負い制度はどのように行なわれていたのですか0

13 賃金形態はいつごろどのように変化しましたか，ま

たそのとき賃金額はどう変わりましたか。

14 技能の習得について

(1) 新しい機械，材料，工法などによって仕事のやり

方が変わったとき，それをどのようにしておぼえま

したか。具体例をあげて話して下さい。

(2) 仕事をするうえに必要きな知識・技能で不足を感じ

ているのは，どんなことですか。

(3) それを，どのようにして解決していますか。どん

な条件・制度・方法があればよいと思いますか。

(4) 最近，特定の仕事だけしか覚えられなくなってき

ているようですが，それをどのように考えています

泊、。

(5) 職場を変えて，佼毒事を覚えることiキどう考えます

か，今でも必要ですか。

(6) 技能の習得に関してどのような婆繋・意見を持つ

ていますか。

(7) 学校での教育で役立つているのはどういうことで

すか。職業・技術科の教育内容は役立つています

カミ。

(8) 若い人を指導していくうえで問題はありません

か。最近の若い人宅どどう足、いますか。

15 賃金，団地等について

(1) どのような賃金体系が適当と思いますか。その潔

自は〔生活給，年齢給，能力給，機能給，能率給〕

(2) 賃金や昇給額はどのようにして決めるのがよいと

忠、L、ますか。
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(3) 役付工への昇進基準について，どのような意見を

持っていますか。

(4) 労働j級合について，どのように考えていますか。

(5) 中小企業の行き方として問地化をどう思います

虫、。

xxxxxxxxxxxxx 

A 徒弟，職人の経験のある人に

(1) どこで修業しましたか。

(2) 修業のJI摂序と内容を臓を追って詳しく話して下

さL、。

B 職業訓練所を修了した人に

(1) 訓練所名・科名・入所期間・入所の理由。

(2) 訓練所を修了して イ，よかった 人むだだ

った ハ，どちらともいえなし、。

(3) 訓練所で、得た知識・技能のうち役に立っている

のはどんなことですか。

仏) あなたの修了した訓練所の訓練内容・訓練期

潟・訓練施設は適当でしたか。どのように改善し

たらよいと思いますか。

(5) 訓練所に入所中，困ったことはありませんでし

たか〈生活の函も含めて〉

C 37年以降就業した人に

(1) 仕事を覚えた限序について，就業の時からくわ

しく話して下ざい。

(2) 技能の指導をしてくれる人はどうL、う人です

か。指導は適切ですか。指導について希望はあり

ませんか。

(3) 会社はあなたの技能を習得しず品、とLヴ希望に

答えてくれていますか。


